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1.4．本研究の問題と目的 

























































Table 1 相手の年齢と別れた後の好意 
本人から見た相手の年齢 
好意 年上 同じ年 年下 計 
好き 22  53 10  85 
(％) （46.8） (36.1) (47.6) (39.5) 
嫌い 25  94 11 130 
(％) (53.2) (63.9) (52.4) (60.5) 
小計 47 147 21 215 
注) 表中の数字は度数を示す。( )内の％は相手の年齢別の割合を示す。 
 
Table 2 交際期間と別れた後の好意 
交際期間 
好意 ３ヶ月未満 １年未満 １～３年 ３年以上 計 
好き  6 49 27 2  84 
(％) (23.1) (40.8) (42.9) (50.0) (39.4) 
嫌い 20 71 36 2 129 
(％) (76.9) (59.2) (57.1) (50.0) (60.6) 
注) 表中の数字は度数を示す。( )内の％は交際期間別の割合を示す。 
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嫌いという人が多かった( 2(3)=26.50, p <.01)。 
 告白の立場と別れた後の好意 告白の立場(告白した，告白された，どちらからともなく)に
より別れた後の好意が異なるかを検討した。告白の立場と別れた後の好意をクロス集計した









Table 3 告白の立場と別れた後の好意 
告白の立場 
好意 告白した 告白された 両方から 計 
好き 20 46 15  81 
(％) (40.8) (37.4) (42.9) (38.6) 
嫌い 29 77 20 129 
(％) (59.2) (62.6) (57.1) (61.4) 
注) 表中の数字は度数を示す。( )内の％は告白の立場別の割合を示す。 
 
Table 4 恋愛への夢中度と別れた後の好意 
夢中度 
好意 自分 相手 両方 計 
好き 21 11 52  84 
(％) (45.7) (20.0) (47.7) (40.0) 
嫌い 25 44 57 126 
(％) (54.3) (80.0) (52.3) (60.0) 
注) 表中の数字は度数を示す。( )内の％は夢中度別の割合を示す。 
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だけが自分に尽していたと思う人は別れた後に好意を持っている人が少なく，嫌いという人が













ない人が多かった( 2(4)=29.68, p <.01)。 
 告白の立場と後悔 告白の立場(告白した，告白された，どちらからともなく)により別れへ
の後悔が異なるかを検討した。告白の立場と別れへの後悔をクロス集計した(Table 8)。その結
果，告白の立場による差はみられなかった( 2(4)=215.85, p <.01)。 
 別れの主導権と後悔 別れの主導権(自分から，相手から，両方からなんとなく，自然消滅)  
 
Table 5 相手への献身度と別れた後の好意 
献身度 
好意 自分 相手 両方 計 
好き 25 19 40  84 
(％) (48.1) (27.1) (44.0) (39.4) 
嫌い 27 51 51 129 
(％) (51.9) (72.9) (56.0) (60.6) 
注) 表中の数字は度数を示す。( )内の％は献身度別の割合を示す。 
 
Table 6 別れの主導権と別れた後の好意 
主導権 
好意 自分 相手 お互い 自然消滅 計 
好き 41 27  8  9  85 
(％) (36.6) (43.5) (38.1) (45.0) (39.5) 
嫌い 71 35 13 11 130 
(％) (63.4) (56.5) (61.9) (55.0) (60.5) 
注) 表中の数字は度数を示す。( )内の％は主導権別の割合を示す。 
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により別れへの後悔が異なるかを検討した。別れの主導権と別れへの後悔をクロス集計した
(Table 9)。その結果，自分から別れを切り出した人は別れに対して後悔していない人が多かっ
た。自然消滅の場合には，多少後悔している人が多かった( 2(6)=328.21, p <.01)。 
 
 
Table 7 交際期間と別れへの後悔 
交際期間 
後悔 ３ヶ月未満 １年未満 １～３年 ３年以上 計 
かなり後悔  6 25 13 1 45 
(％) (23.1) (20.8) (20.3) (25.0) (21.0) 
多少後悔  4 47 24 2 77 
(％) (15.4) (39.2) (37.5) (50.0) (36.0) 
後悔なし 16 48 27 1 92 
(％) (61.5) (40.0) (42.2) (25.0) (43.0) 
注) 表中の数字は度数を示す。（ ）内の％は交際期間別の割合を示す。 
 
Table 8 告白の立場と別れへの後悔 
告白の立場 
後悔 告白した 告白された 両方から 計 
かなり後悔 13 27  5 45 
(％) (26.5) (21.8) (14.3) （21.6） 
多少後悔 14 47 13 74 
(％) (28.6) (37.9) (37.1) (35.6) 
後悔なし 22 50 17 89 
(％) (44.9) (40.3) (48.6) (42.8) 
注) 表中の数字は度数を示す。（ ）内の％は告白の立場別の割合を示す。 
 
Table 9 別れの主導権と別れへの後悔 
主導権 
後悔 自分 相手 お互い 自然消滅 計 
かなり後悔 17 19  4  6 46 
(％) (15.2) (30.2) (19.1) (30.0) (21.3) 
多少後悔 38 19 10 10 77 
(％) (33.9) (30.2) (47.6) (50.0) (35.6) 
後悔なし 57 25  7  4 93 
(％) (50.9) (39.6) (33.3) (20.0) (43.1) 
注) 表中の数字は度数を示す。（ ）内の％は別れの主導権別の割合を示す。 
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後もその人と積極的に会ったか」を指標とした。告白の立場 (自分，相手)×別れの主導権 (自 
  
Table 10 告白の立場と別れの主導権 
別れの主導権 
告白の立場 自分 相手 両方 自然消滅 
24 16  7 4 
自分 
( 10.8 ) ( 7.2 ) ( 3.2 ) ( 1.8 ) 
73 35 11 9 
相手 
( 32.9) ( 15.8 ) ( 5.0 ) ( 4.1 ) 
15  7  7 7 
どちらからともなく 
( 6.8 ) ( 3.2 ) ( 3.2 ) ( 3.2 ) 
 1  4  2 0 
友達利用 
( 0.5 ) ( 1.8 ) ( 0.9 ) ( 0 ) 
注) 表中の数字は度数を示す。( )内は全体に占める割合を示す。 
N = 222 
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を嫌っている人が多かった(Table 2, Table 4, Table 5, Table6)。これは，つきあっている期 
  





感情・行動 自分 相手 自分 相手 
泣いた 20.8 43.8 42.5 51.4 
再び好きなった 45.8 25.0 30.6 47.1 
接触継続 25.0 25.0 15.3 28.6 
  注) 表中の数字は各条件内で該当する感情をもった・行動を取った割合を示す(％)。 
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